
数学「数学Ⅰ」
（基礎編）
数と式

～不等式①～



ねらい
•不等式の意味について理解する。

テキスト･･･P21,22



不等号とその意味
不等号 例 意 味

＞ ｘ＞５ ｘは５より大きい（５は含まない）

＜ ｘ＜５ ｘは５より小さい，ｘは５未満
（５は含まない）

≧ ｘ≧５ ｘは５以上である（５を含める）

≦ ｘ≦５ ｘは５以下である（５を含める）



例題１１－１ 解説
問１ ある数ｘを４倍して７を加えた数は15より小さい。

このことを正しく表している不等式は以下のうちどれか。
最も適切なものを１つ選びなさい。

① 4𝑥 + 7 ≦ 15 ② 4𝑥 + 7 ≧ 15

③ 4𝑥 + 7＞15 ④ 4𝑥 + 7＜15



例題１１－１ 解説
問１ ある数ｘを４倍して７を加えた数は15より小さい。

このことを正しく表している不等式は以下のうちどれか。
最も適切なものを１つ選びなさい。

① 4𝑥 + 7 ≦ 15 ② 4𝑥 + 7 ≧ 15

③ 4𝑥 + 7＞15 ④ 4𝑥 + 7＜15



例題１１－１ 解説
問２ 次の不等式のうち、x=0 と x=1 がともに解になって

いる不等式はどれか。適切な不等式を１つ選びなさい。

① 𝑥 < 1 ② 𝑥 ≧ 1

③ 𝑥 > 1 ④ 𝑥 ≦ 1



例題１１－１ 解説
問２ 次の不等式のうち、x=0 と x=1 がともに解になって

いる不等式はどれか。適切な不等式を１つ選びなさい。

① 𝑥 < 1 ② 𝑥 ≧ 1

③ 𝑥 > 1 ④ 𝑥 ≦ 1

不等式にｘ=0 とｘ＝1のどちらを代入しても
式が矛盾しない（式が「成り立つ」という）



例題１１－１ 解説
問２ 次の不等式のうち、x=0 と x=1 がともに解になって

いる不等式はどれか。適切な不等式を１つ選びなさい。

① 𝑥 < 1 ② 𝑥 ≧ 1

③ 𝑥 > 1 ④ 𝑥 ≦ 1

【補足】①～④の不等式を数直線で表して考えると･･･。

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

x

－１ ０ １ ２ ３

x

x
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－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

x

－１ ０ １ ２ ３

x

x

x

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

x

－１ ０ １ ２ ３

x

x

x

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

－１ ０ １ ２ ３

x

－１ ０ １ ２ ３

x

x

x

ｘ＝1は含まない ｘ＝1を含む



演習１１－１ 解説
問１ ある数ｘに４を加えて７倍した数は15以上である。

このことを正しく表している不等式は以下のうちどれか。

① 𝑥 + 4 × 7 ≧ 15 ② 𝑥 + 4 × 7 > 15

③ 7(𝑥 + 4) ≧ 15 ④ 7 𝑥 + 4 > 15



演習１１－１ 解説
問１ ある数ｘに４を加えて７倍した数は15以上である。

このことを正しく表している不等式は以下のうちどれか。

① 𝑥 + 4 × 7 ≧ 15 ② 𝑥 + 4 × 7 > 15

③ 7(𝑥 + 4) ≧ 15 ④ 7 𝑥 + 4 > 15

①、②の左辺を言葉で表すと、
「ある数ｘに４と７の積を加えた数」



例題１１－１ 解説
問２ 次の不等式のうち、x=0 と x= -1 がともに解になって

いる不等式はどれか。適切な不等式を１つ選びなさい。

① 𝑥 < −1 ② 𝑥 ≧ −1

③ 𝑥 > −1 ④ 𝑥 ≦ −1



例題１１－１ 解説
問２ 次の不等式のうち、x=0 と x= -1 がともに解になって

いる不等式はどれか。適切な不等式を１つ選びなさい。

① 𝑥 < −1 ② 𝑥 ≧ −1

③ 𝑥 > −1 ④ 𝑥 ≦ −1

－２ －１ ０ １ ２
x



演習１１－２ 解説
実数 aと bがa < bの関係を満たすとき、次の□に入る適切な
不等号を答えなさい。

（１） 𝑎 + 3 𝑏 + 3 （５） −2𝑎 −2𝑏

（２） 𝑎 − 2 𝑏 − 2 （６） 3 − 𝑎 3 − 𝑏

（３） 4𝑎 4𝑏

（４）
𝑎

3

𝑏

3



演習１１－２ 解説
実数 aと bがa < bの関係を満たすとき、次の□に入る適切な
不等号を答えなさい。

（１） 𝑎 + 3 𝑏 + 3 （５） −2𝑎 −2𝑏

（２） 𝑎 − 2 𝑏 − 2 （６） 3 − 𝑎 3 − 𝑏

（３） 4𝑎 4𝑏

（４）
𝑎

3

𝑏

3

【重要】不等式の性質
○両辺に同じ数を加えたり、両辺から同じ数を引いたりして
も、不等号の向きは変わらない。
○両辺に同じ正の数を掛けたり、両辺を同じ正の数で割った
りしても、不等号の向きは変わらない。
○両辺に同じ負の数を掛けたり、両辺を同じ負の数で割った
りすると、不等号の向きが変わる。



演習１１－２ 解説
実数 aと bがa < bの関係を満たすとき、次の□に入る適切な
不等号を答えなさい。

（１） 𝑎 + 3 𝑏 + 3 （５） −2𝑎 −2𝑏

（２） 𝑎 − 2 𝑏 − 2 （６） 3 − 𝑎 3 − 𝑏

（３） 4𝑎 4𝑏

（４）
𝑎

3

𝑏

3

【補足】（６）について
𝑎 < 𝑏

両辺に－1を掛けて、 − 𝑎 ＞ −𝑏 （向きが変わる）

両辺に３を足して、 3 − 𝑎 ＞ 3 − 𝑏 （向きは変わらない）

＜

＜

＜

＜

＞

＞



演習１１－２ 解説
実数 aと bがa < bの関係を満たすとき、次の□に入る適切な
不等号を答えなさい。

（１） 1 + 3 2 + 3 （５） −2 × 1 − 2 × 2

（２）1 − 2 2 − 2 （６） 3 − 1 3 − 2

（３） 4 × 1 4 × 2

（４）
1

3

2

3

【別解】
a<b であるので、a=1 , b=2 を代入し、
両辺の大小関係を考える。



演習１１－２ 解説
実数 aと bがa < bの関係を満たすとき、次の□に入る適切な
不等号を答えなさい。

（１） 1 + 3 2 + 3 （５） −2 × 1 − 2 × 2

（２）1 − 2 2 − 2 （６） 3 − 1 3 − 2

（３） 4 × 1 4 × 2

（４）
1

3

2

3

＜

＜

＜

＜

＞

＞

【別解】
a<b であるので、a=1 , b=2 を代入し、
両辺の大小関係を考える。



ねらい
•不等式の意味について理解する。


